
本資料をご覧いただく方に 

 

○「学校（学科）情報」・「スクール・ミッション」・「スクール・ポリシー」について 

 「学校（学科）情報」・「スクール・ミッション」・「スクール・ポリシー」については、「特色

選抜」及び「一般選抜」共通の内容となります。 

 

【特色選抜情報について】 

○「定員の割合」について 

 別に公示する学校・学科（系・科）の定員の３０パーセント程度を上限とし、各学校・学科（系・

科）ごとに定めています。ただし、小山南高等学校のスポーツ科は５０パーセント程度とします。な

お、程度の範囲については、５パーセント以内としますが、全国からの志願者を募集する日光明峰高

等学校普通科、馬頭高等学校水産科についてはこの限りではありません。 

また、中高一貫教育に係る併設型高等学校においては、募集定員から内部進学による入学内定者を

除いた定員の全部を合格内定者とすることができる（特例による選抜）こととなっています。 

 

○「出願するための資格要件」について 

 平成２６年度入学者選抜から「推薦入学」が「特色選抜」に変更となったことから、中学校の「推

薦書」は不要となります。 

 その代わりに、各高等学校が示した本項目に基づき、「特色選抜志願理由書」（以下「志願理由書」

という。）を受検者自らが作成し、入学願書等とともに提出することになります。 

 

○「選抜の方法」について 

 全ての高等学校において面接を行います。面接は、個人面接、集団面接及びそれらの併用のうちか

ら、各学校・学科（系・科）の特色に応じて行います。 

 また、面接に加え、作文や小論文、学校独自検査（学校作成問題、口頭試問、実技等）のうちから、

各学校・学科（系・科）の特色に応じたものを選択して実施します。 

 

○「その他・特記事項」について 

 「特色選抜」に志願する際に参考となる事項を掲載しています。 

 

○「選抜の手順等」について 

   入学者の選抜は、中学校長から送付された調査書、志願理由書その他必要な書類、面接、更に各高

等学校が選択して実施する作文、小論文、学校独自検査（学校作成問題、口頭試問、実技等）の結果

等を資料とし、各高等学校の教育を受けるに足る能力、適性等を判定して行います。 

   【資料の取扱い】については、調査書や志願理由書をはじめ、各高等学校で実施する検査によって                                          

得られる資料それぞれについて、その評価方法を記載しています。 



【一般選抜情報について】 

○「選抜の方法」について 

   入学者の選抜は、調査書、学力検査の成績、面接及び実技検査を行った場合はその結果等を資料と

して総合的に行います。また、「自己申告書」、「中学校卒業後５年以上を経過した志願者の志願理

由書」が提出された場合には、これを選抜のための資料に加えます。 

 

○「学力検査と調査書の評定の比重」について 

   学力検査と調査書の評定との比重の置き方については、各学校・学科（系・科）ごとに定め、これ

に基づいて、学力点、調査書点を求めます。 

 

○「学力検査」について 

   学力検査は、国語、社会、数学、理科及び外国語（英語）について行います。 

 

○「学力検査配点」について 

   配点は、検査結果それぞれについて 100 点とします。 

 

○「傾斜配点」について 

   各教科内の配点は学校・学科により採点基準の配点を基に増減を加えることができます。 


